厚生労働省前集会報告

NPO法人リアライズ　川本将勝

2009年2月2日に厚生労働省に約350人もの仲間が集まり障害者自立支援法の一からの出直しや抜本的見直しが先送りされたことに対し、どんな障害があっても地域で暮らしていけるような制度にしていくための交渉を厚生労働省で行いました。

　まずDPI日本会議・全国自立生活センター協議会、全国障害者介護保障協議会・全国公的介護保障要求者組合、ピープルファーストジャパン・全国ピアサポートネットワークと、それぞれ呼びかけ団体から挨拶がありました。

　午後2時に交渉団を送り出し、マイクアピールを開始しました。今回僕が初めてマイクアピールの司会をしました。初めの方は、ものすごく緊張し汗が止まりませんでしたが、シュプレヒコールを上げ、各団体の人たちの熱い言葉で現状を訴えている姿を見たり、聞いたりしているうちに緊張も忘れ、共に闘っていました。途中、2回ほど交渉団の代表者から中間報告があり、より一層マイクアピールを盛り上げました。その後、予定の時間より少し延びて交渉が終わり、交渉団より「今後とも継続して交渉していく」という旨の報告があり、抗議行動を終えました。

　僕は力尽きましたが改めて仲間が集まって行動をすることの大切さを実感した１日でした。
